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一
十
歳
と
随
時
に
闘
民
年
金
へ

の納税 φ。

今月の僚懇徴収It次のとお哲行ないます。
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関J民俗淡保険税

ら
ぱ
ら
な
い
。

@
ポ
ザ
バ
ケ
ツ
世
帯
相
関
鋭
的
な

山WT
H

鵬
捕
は
掘
削
秘
も
綴
り
ま
す

が
、
殺
定
の
つ
J

ミ
奪
回
m

袋
」
は
一
袋
十
二
回
H

で
す
の

で
、
た
や
す
く
欄
与
え
ま
す
。

従
来
の
ポ
F
パ
ケ
ツ
に
し
て

も
栴
制
定
し
た
務
総
を
斑
烈
し
な

ゴ
ミ
抑
制
渓
は

一
等
閑
m

袋

で

い
で
、
集
約
機
所
付
M

駄
の
ガ
い
い

噌
謀
総
を
か
け
る
こ
と
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
、
袋
絞
め
の
緩
ん
日

以
絡
に
あ
れ
ソ
ゐ
わ
せ
母
弱
い
災

を
め
附
い
て
災
掲
出
さ
れ
て
も
け
つ

こ
う
で
す
。

ζ

の
蝋
明
ム
口
は
、
な
る
べ
く
山
W

気
の
な
い
乾
燥
し
て
い
る
紛
を

入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

4
 

ま
す
。また
「
ゴ
ミ
官
冊
減
税
」
を

使
間
摘
さ
れ
る
植
樹
品
目
は
市
教
衡
に

総
入
さ
れ
て
お
ち
ま
す
の

で
、
注
総
晴
樹
に
凝
っ
て
い
た

だ
き
た
い
k
添
い
ま
す
a

お
笈
い
に
餐
を
付
け
あ
っ

て
鍔
の
美
化
に
ど
協
力
く
だ

さ
い
の
現
家
後
期
さ
れ
て
お
ち
ま

す
ぷ

p
パ
ケ
ア
は
耐
事
情
控
で
の

一
務
し
た
絞
祭
器
と
し
て
利

樹m
し
て
い
た
だ
き
投

に
は
、
袋
詰
収
集
に

く
だ
さ
る
よ
き
お
隠

し
ま
す
。

な
お
、
オ
ル
ゴ
ー

利
用
(
滋
投
父
鴨
組
一
一
一

夜
は
幾
削
ど
お
ち
で

「
ゴ
喜
朗
地
渓
」
等

級
制
に
つ
い
て
の
蜘
悶
桝

は
現
袋
綴
役
割
静
ま
で

い
た
し
ま
す
。

叩
県
立
時
概
数
糊
削
柑
鰐
出
問
で
は
次

日
の
k
お
号
制
制
札
制
p

阜
市
役
為
抽
時
い

岬
た
し
ま
す
。

h
v応
募
資
務

司
裁
説
明
品
観
樹
闘
を
修
了
以
上
ハ

岬
卒
器
意
見
込
の
者
合
む
v
m
w

目

、

ω発
主
も
に
時
持
出
版
な
点
告
で

岬
あ
っ
て
吋
吋
一
カ
月
な
い
し
叩

恥
角
年
の
蹴
職
業
側
問
綴
に
溺
え

叫
ら
れ
る
も
の
で
お
れ
ば
調
剤

哨
女
年
令
は
州
側
い
ま
せ
ん
。

暗

V
入
校
手
続

明
受
付
期
総
昭
和
抑
制
間
十
七

四
年
一
男
図
日
ハ
火
〉
か
ら

恥
}
月
一
品
十
u
H

ハ
月
)
ま
で

吋
受
付
場
所
持
M

入
放
を
議
議

叫
す
る
専
修
紬
職
業
制
酬
綴
後
叉

削
は
、
公
共
機
世
間
安
定
所

W

V
後
出
向
慈
眼
掛
入
品
棋
附
側
帯
臣
、

臨
震
後
惜
欄
1

身
体
後
世
薦
議
、

問
答
案
一
枚

日
明
マ
滋
考
第
一
次
学
科
〈
附
同

制
組
問
、
数
尚
子
〉
間
関
十
七
年
二

ん
し
、
事
故
け
か
怒
き
て
か
ら
や
、

は
削
間
に
合
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
と
き
に
も
、
叙
入
し
て
お

れ
ば
淳
委
年
織
を
う
け
る
ζ

と

に
よ
っ
て
安
定
し
た
然
泌
が
で

き
ま
す
り
で
、
必
ず
し
も
添
い

将
来
的
関
怒
と
ば
か
号
い
え
な

い
も
の
と
な
っ
て
き
て
お
静
ま

恥

5

。

月
十
日
〈
+
3

第
二
次
滋
後
四
十
七
年
一
一
潟
月

十
五
詞
〈
火
}

嘗帥何曲四

O
胡
訊
祭
料
録
制
村
円
一
俸
制

地
報
》
教
材
貸
与

。
修
了
者
に
は
公
共
機
祭
出
A

定
富
田
t
m
統
帥
酬
の
あ
っ
せ
ん

。
馴
制
緩
棚
州
問
問
一
年
以
上
の
翻

-ES
，丞-za--E'
・・z
a
，E
・E・-z
・'a
，z.
，‘.E.
，E鴨

向
上
市
出

後
伎
に
は
学
生
額
引
が
灘
間
m

き
れ
ま
す

。
品
対
世
知
的
即
時
間
金
を
も
ら
っ
て

い
る
方
は
醐
制
緩
が
終
る
ま
で

灸
築
保
後
金
が
削
引
き
続
い
て

支
払
制
さ
れ
ま
す

。
失
一
世
治
相
陣
時
開
会
め
な
い
失
業

品
唱
で
糊
附
鮒
料
を
受
け
る
蛾
朝
合
は

輔
訓
練
期
限
京
総
錬
nu
数
に
応

二
十
歳
に
な
っ
て
国
災
学
金

に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
で
ま
だ
い
出
入
し
て
い
な
い
人

同
料
、
加
入
す
る
と
と
が
本
人
に

と
っ
て
非
常
に
務
誌
に
な
る
こ

と
で
す
か
ら
品
す
ぐ
市
役
続
市

民
総
湾
民
年
金
銭
的
駒
郡
認
で
加

入
の
手
絞
き
を
し
て
く
だ
さ

い。

指
名
参
加
願
の
届
出
を

市
の
工
事
物
品
購
入
な
ど

我
孫
子
衡
が
、
昭
和
制
約
十
七

年
俊
に
発
注
す
る
工
事
や
仏
相
殺

な
ど
め
総
入
に
入
札
惨
加
を
希

州
講
ず
る
か
た
減
、
次
の
と
お
り

媛
犠
入
札
参
恥
出
資
仲
輸
出
叩
肉
筆
百
を

明
記
出
し
て
く
だ
さ
い
。

。
受
付
凶
行
口
日
時
二
月
一
況
か

ら
二
十
九
日
ま
で
の
午
前
九
時

か
ら
午
後
州
問
符
門
士
緩
u
H
は
鋭

部
E

ま
で
、
抗
日
開
臨
税
お
は
除
き
ま

す
)
。
交
付
け
場
一
敗
中
市
役
叫
間
二
時
間

財
致
線
僻
附
叫
mm滞

。
申
鋒
喬
様
式
建
設
省
統

臨
略
式
ハ
網
開
資
総
裁
捌
桝
即
時
は
制
聞
愛

業
協
会
胡
桃
山
総
式
)

な
お
、
ザ
ム
官
学
ハ
工
事
と
縄
阿
世
宜

設
計
約
飲
〉
と
物
品
〈
物
品
や

務
総
そ
の
品
描
〉
は
、
・
申
請
識
な

副

m
m聞
で
楢
提
出
出
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
中
市
役
所
総
務
総

叫
川
時
斜
線
管
財
係
〈
内
線
コ

O
九〉

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
年
も
憾
の
レ

γ
ト
ゲ
シ
検

殺
の
出
申
し
込
み
敬
次
的
要
領
で

胃
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

二
月
二
十
れ
ま
で
受
付
け
ま

す。

じ
て
次
の
学
お
け
か
支
給
さ

れ
ま
す

釜
本
乎
幾
月
額
六
問
問
。
ー

附悶九
O
田H
狭
義
挙
滋
月
額

宵
田
村
ま
で
、
受
講
4
7
地対縫月

額
一
一
玄
五
田
口
、
惜
油
所
手
当

晃敏一叫山中ハ

O
O
Rま明、、

時
計
稽
手
当
月
綴
さ
一

0
0

門
ま
で
、
特
定
戦
齢
制
糊
附
柑
錦

受
畿
奨
日
掛
金
持
額
二
千
円

。
輪
組
紬
邸
機
総
議
級
制
軒
は
特

捻
患
動
議
-a

の
免
許
が
得
ら

れ
る
よ
う
指
導
し
ま
ナ

O
自
動
世
融
緩
融
欄
科
修
了
松
山

仲
宗
一
級
魯
酪
翻
意
慾
撤
開
会
問
問
家
4

試
験
の
山
部
(
実
校
総
同

協
関
)
が
免
除
に
な
り
ま
す
岬

O
穏
気
ヱ
薬
科
修
了
場
内
は
時

欄
地
気
工
事
会
の
疑
務
が
与
恥

え
ら
れ
ま
す

h

役
所
、
災
名
、
然
体
月
日
、

磁
回
目
掛
陪
臨
県
出
昨
段
、
弘
弘
会
保
絞
め

反
則
加
と
晶
体
構
支
名
・
を
前
後
絞
保

健
調
節
ま
で
ハ
ガ
キ
、
あ
る
い
は

銭
紛
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

こ
の
築
総
検
診
坤
弘
、
レ

γ
ト

ゲ
ゾ
率
に
よ
る
間
間
接
綴
影
で
す

の
で
、
疑
問
な
主

ιろ
が
あ
る

と
約
市
開
校
畿
に
問
問
わ
さ
れ
政
拙
併

殺
彩
お
よ
び
腎
滅
的
検
査
や
そ

り
他
い
ろ
い
ろ
な
後
夜
酬
を
総
出
比

約
閥
抗
で
受
け
る
こ
と
に
な
ち
ま

す
υ

ハ
問
符
繁
務
者
の
ご
鋭
程

波〉
予
出
比
人
員
は
六
日
夜
名
T
す市川

で
、
定
諮
問
に
な
号
し
だ
い
陥
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
3

突
拍
閥
均
燃
は
四
月
十
日
か
ら

十
五
日
ま
で
の
子
短
で
す
。
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廃
棄
物
の
不
法
投
棄
は
や
め
よ
う

火
災
予
妨
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者

除
草
，
官
#
築
い
た
し
ま
し
た
火
災
予
防
の
た
め
の
岩
見
タ

布
市
内
の
小
e

中
学
校
一
気
緩
か
ら
応
募
し
て
い
た
だ
き
ま
し

が
、
審
骨
認
の
仲
料
集
次
の
と
お
号
油
開
ま
仇
ツ
主
し
た
。

の市

746 

所
抽
嶋
机
則
可
田
川
一

帯情恥
W
切恥

2

備

後
四
同
州
川
総
務

叫が崎一-一室

1

市

子

引

駅

・

紘

む

麦

f
?
で
営
く
ず
や
拾
思
号
事
境
こ
も

所

F
対
立
幅
高
オ
d
1
4
1
f
i
M
1
2
1

一
ぺ
村
雄

U
阻
刻
一
手
持

ぅ
時
科
的
W

一3J
1

品
付
添
市
主
場
パ
口
A

手
紙

1

J

一
月
十
五
銭
は
成
人
的
日
で
ど
れ
か
の
か
金
制
制
度
に
加
入
し
で
、
今
で
は
、
も
っ
色
作
品
棋
の

我
孫
mw
知
見
レ
た
が
、
ニ
十
歳
に
会
る
と
、
な
け
れ
ば
な
ち
ま
姶
ん
。
で
す
と
と
に
つ
い
て
然
ち
た
い
、
教

室
内
川
畿
一
一
そ
の
日
か
ら
成
人
と
し
て
多
く
か
ら
ま
芸
な
ど
の
加
入
え
て
捻
し
い
と
う
人
票
ど

i
添
わ
が
年
目
一
仰
の
級
制
刊
が
与
え
ら
れ
、
義
務
が
簿
、
そ
的
総
威
か
ら
キ
金
を
受
ん
ど
ん
域
え
て
き
て
い
る
の
で

一
事
業
務
M
W
行
エ
諜
せ
ら
れ
ま
す
が
、
感
慨
向
島
白
金
け
る
こ
主
が
で
き
る
入
、
と
れ
ず
。

キ
ヂ
岬
也
郎
両
弗
一
叫
に
叙
入
す
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
ら
の
入
の
田
臨
終
審
昼
間
関
線
の
火
今
凶
弘
元
気
で
繍
聞
い
て
い
て
も

一
円
で
す
o

学
ル
お
な
除
い
た
ニ
十
緩
か
ら
六
や
が
て
は
年
を
と
っ
て
陥
聞
け
な

t
加
国
民
年
余
は
激
務
の
行
な
う
十
歳
ま
で
の
人
途
は
必
ず
こ
の
〈
な
る
時
が
や
っ
て
き
ま
ナ
。

矧
吋
年
余
制
制
度
の
〕
つ
で
す
。
年
を
際
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
そ
れ
に
生
国
的
淡
療
が
改
毅
き

幅一

ιっ
た
り
、
ヶ
ガ
を
し
た
り
、
な
り
ま
せ
ん
。
れ
、
阿
間
療
技
批
闘
が
鳴
施
療
す
る
に

m
F

叩
一
家
の
鴎
問
者
幅
T
H
即
死
亡
し
た
守
主
こ
ろ
が
、
二
十
設
に
な
q

し
た
が
っ
て
綴
筏
の
平
掛
け
懸
命

同
一
し
た
終
に
老
齢
期
年
袋
、
脇
陣
努
年
た
ば
か
9
の
若
い
人
淡
町
中
に
が
艦
艇
く
ほ
ど
品
押
び
て
い
る
の

湖
町
金
、
母
子
学
金
な
ど
を
中
文
総
し
は
、
作
品
鳴
に
対
す
る
意
識
が
滋
で
、
奇
か
ら
老
後
の
然
綴
食
事
勺

樹
叫
て
、
本
人
や
家
挨
の
生
活
を
師
陣
く
、
学
金
と
い
っ
て
も
遠
い
将
え
単
一
鍵
し
て
お
か
な
く
て
は
な

開

m
閥
押
し
よ
う
主
す
る
制
制
緩
で
ず
。
来
的

v
h
k
料
品
か
ら
と
い
っ
て
、
静
ま
せ
ん
o
ま
た
喝
川
村
楽
お
卓
也

隅
骨
そ
の
た
あ
に
加
入
品
官
会
員
刊
か
諭
宮
崎
紛
引
に
考
え
よ
う
主
し
な
い
線
開
齢
年
金
の
た
め
ば
か
ち
ゃ
、
な

問
問
も
っ
て
晶
体
険
制
作
を
穣
み
な
て
、
自
門
が
あ
ち
ゅ
本
す
。
え
絞
近
は
窪
想
帯
数
に
よ
る

一
ニ
さ
ら
に
、
同
開
も
郎
防
険
制
作
の
学
級
し
か

L
、
そ
れ
は
年
金
制
腕
成
障
害
が
骨
骨
掛
滑
に
多
く
な
っ
て
い

昭
一
を
品
義
し
て
い
ー
さ
が
十
分
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
ま
す
o

い
っ
さ
い
で
ど
の
よ
う

叩
一
わ
が
溺
マ
は
、
間
同
氏
ば
必
ず
過
去
の
考
え
方
に
基
づ
〈
も
の
な
事
欽
に
あ
う
か
わ
か
ち
ま
せ

合

伽

日

明

町芝

1
1
1
1
1
1
4、1

掛
川
河
台
所
か
ら

mる
吋
ゴ
、
二

時

弘

恥

制
円
四
を
』
申
書
バ
ケ
ツ
を
佼
削
mし
て

一Z
A
〈
週
一
一
閉
山
〉
制
紙
報
知
し
て
き
ま

開明
H

し
た
が
、
ポ
リ
パ
ケ
ツ
か
ら

m

M

A

専
用
袋
を
俊
舟
し
た
袋
糾
閥
的
帆

同
吋
一
銭
に
悶
桝
次
変
え
て
お
り
ま
す

，
町
一
一
の
で
、
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

一
日
噛
門
袋
持
制
奴
然
の
利
点
い
日

お
山
@
集
議
所
が
植
物
一
放
を
と
ら

一h
d

な
い
で
幾
分
で
も
い
父
遂
の

ご
M

安
会
が
問
問
れ
い
る
ω

=
刊
の
出
し
ば
な

1
マ
済
み

と
り
こ
み
、
水
洗
い
、

な
ど
府
乎
泌
が
は
ぷ
ゆ
り

る。

出
回
街
の
災
化
が
は
か
れ
る

籍
出
~
結
局
山
城
ダ
Y
ブ
で
収
集

で
き
る
よ
う
に
な
り
潟
水

の
波
山
山
む
な
く
な
る
。

出
明
刷
明
立
投
棄
場
で
mw

「ハ

品
」
的
発
生
時
間
企
対
策
も

容
易
と
な
り
、
ゴ
ミ
も
数

オ1佐中学校 31f.

長盟 賞 事懸 賞

i 渡辺党炎(湖 3) 
主当限 型軽〈湖滋3) i 

鈴木 );i之(湖筒3) 島村千重喜子〈著書室霊2)
1 Il!>j 紘一〈事選霊童3)

問中'f;，えみ〈布 2) 

l 自立お 綾子〈務 5) 
総務総浩(三三 5) 

~雪 fll 袋{綴阪の
浅才l'瀬戸Ilil(;f[i 3 ) 

日i災致Ji;(持i5 ) 

:l1.J二博潟〈我1)
;災谷1117l'疹〈布 1) 

資家宅f之〈毒13) 今井政良(湖 3) 
i 伊足長 2長rul(海2)
; J 議戸 洋〈布 2) 

f事

主主

融問党

d長

品
恥
い
必
心
な
い
人
に
よ
る
廃
棄

物
。
不
淡
投
棄
が
ふ
え
て
お
り

ま
す
。土地
の
絞
有
者
同
林
、
融
融
緩
品
籾

な
ど
を
抽
出
て
ら
れ
た
い
よ
う
に

維
持
し
な
け
れ
ば
な

9
ま
せ
ん

が、

hu
や
み
に
他
人
の
降
、
制
期

品
澗
の
不
法
投
媒
は
や
め
ま
し
ょ

う。



j
 

A
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…
間
昭
和
相
間
十
一
一
一
冬
一
月
一
一
日
か

一
ら
悶
傾
向
制
緩
十
七
年
一
n
三
日
ま

一
で
の
総
に
住
宅
壮
新
築
し
完
成

一
さ
れ
た
方
明
、
、
次
的
要
件
円
九
時
尚

一
当
し
、
こ
の
綴
申
止
の
滋
附
川
会
受

一
け
よ
う
と
す
る
方
出
弘
、
市
税
条

行
州
内
に
も
と
づ
き
つ
万
三
十
一
日

発
ま
で
に
常
食
さ
れ
る
よ
う
お
綴

山
山
い
い
た
し
ま
す
0

1
ん
ま
れ
品
、
新
築
屯
悌
市
阿
部
、
改
築

け
し
ま
だ
務
掘
削
さ
れ
£
い
な
い
力

作
も
由
・
食
さ
れ
る
よ
う
お
綴
い
い

嚇
た
し
ま
す
o
申
告
漏
紙
は
、
怒

J

制
偶
然
第
二
調
官
誠
一
鈴
に
問
問
怠
し
て

…
あ

p
ま
す
の

一
波
綴
対
象
と
寄
る
仲
院
議
の

一

談

件

…
@
一
絞
り
総
出
唱
に
あ
っ
て
は

一
そ
の
出
陣
叫
絞
殺
が
百
乎
ガ
メ

1
ト

こ
ん
以
下

③
併
用
住
忽
に
あ
っ
て
は
、

ぴ
人
の
慾
伎
の
用
拡
供
す
る
級
品
百

の
出
陣
織
談
判
山
首
相
γ
ガ
メ
ー
ト
ル

-a
以
下

l
'

品
問
共
同
絞
匁
、
寄
宿
像
、
後

朝
等
の
よ
う
に
多
数
mm
人
の
融
問
鐙

広
…
新
入
学
克
章
の
綿

一

ζ

丹
附
閏
月
に
入
学
す
る
お
子

一
の
じ
家
庭
で
は
、
向
か
と
お
心
く
ば
ち
の
こ
ー
と

一
と
思
い
ま
す
。

一
今
夜
新
し
く
古
市
内
で
入
学
す
る
子
供
さ
ん

一
は
、
約
}
千
六
十
一
品
名
で
す
。

一
中
部
品
私
費
妥
災
後
で
は
、
こ
れ
ら
の
子
供
さ
ん

…
の
健
康
診
一
命
お
よ
び
総
務
テ
ス
ト
を
中
市
出
円
谷
小

一
学
殺
匂
行
な
い
ま
す
。

一
許
制
慨
に
つ
い
て
は
、
衰
の

ιお
与
で
す
が
、

約
該
当
す
る
子
供
さ
ん
は
〈
問
和
総
十
年
間
問
料
月
二

綴
日
日
か
ら
駁
制
抑
制
間
十
一
年
儀
対
一
日
ま
で
に
山
阿
佐

倒
し
た
子
供
さ
ん
〉
書
学
一
区
努
に
必
ず
お
受
け
く

間

3
?
、。

均一
U

O
ゎ
r
J
F
I
h
v

設
該
当
漢
に
は
す
ぐ
に
通
知
者
総
し
上
げ
ま
す

穣
が
、
万
}
綴
か
な
い
場
合
江
、
帯
数
鳴
門
瀧
官
民
会

州
内
線
一
二
六
議
V

へ
お
同
制
い
合
わ
ぜ
く
だ
さ

、

。

，

な
お
、
臨
吋
間
は
い
ず
れ
の
会
場
も
午
後
一
時
時

か
ら
ヌ
臨
吋
ま
で
で
す
α

新

謀罪
譲宅
定の
訪問
者窓
は霊室
今世

A説
中
正全斗

を

一日パ

貌
孫
子
ゆ
慨
に
お
い
て
も
関
側
部
内

年
金
、
隊
中
山
年
金
hq-
も
ら
う
方

が
終
神
的
に
多
く
た
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
年
金
の
糊
制

求
の
仕
方
、
閉
開
臨
均
年
金
、
開
妙
法
由

学
金
約
内
容
な
ど
に
つ
い
て
務

総
野
安
同
開
設
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
の
で
ど
利
矧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、

ζ

の
日
は
、
年
金
の

M
M

か
蜘
間
際
保
険
、
日
制
制
憾
療
保

険
の
と
と
に
づ
い
て
も
相
談
に

応
じ
ま
す
ο
な
お
、
こ
れ
ら
の

翁
終
に
は
技
会
保
険
w
常
務
孫
自

下
な
お
、
成
領
さ
れ
る
糊
矧
閑
お

よ
び
額
凶
弘
、
震
泌
授
産
税
が
線

制
制
さ
れ
る
と
と
主
な
っ
た
ノ
ボ
脚
院

か
ら
ぶ
年
度
分
の
間
関
出
品
拙
阿
波
裁

に
縄
問
号
、
そ
の
銭
湯
に
か
か
る

畑
出
定
資
出
脱
税
蛸
酬
の
二
分
的
一
に

岨
相
当
す
る
蛸
械
が
滋
開
閉
さ
れ
ま

す。担
当
校
刊
か
応
ず
る
ζ

主
に
な
っ

て
お

F
ま
す
a

wv
輔
制
談
日
一
同
月
二
十
五
u
H
午

品
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
明
、

軍
場
絞
殺
孫
子
縁
・
中
央
公
民

帥
附

wv
組
談
員
役
会
保
険
事
務
所

同
同
気
年
金
制
保
護
者
、
社
会
拙
体

協
附
議
税
制
附
厚
生
年
余
獄
当
者

wv
相
談
時
常
務
の
内
容

。
隠
民
絡
会
的
裁
定
予
絞
き

に
つ
い
て

O
鯵
幾
年
金
の
掛
市
総
手
続
き

1月19羽

1 }l20陪

l}守2la

。早い;i!i報少ない議答。

帯
情
品
骨
轟
棺
品
構
魚
"
惨

事

自

?

事
合

y
h

1
1
J
1
綴

を
a
'
e
'幽
出
日

1

2

2

1
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・
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引

・

〉
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‘，h" 
... ，
 

品

世

側

叩必&

は

務

務
I

問問

は
用
品
蹴

災

悠

一

時

弘

火

一

の

晶

屈

の

の

へ

救

阪

へ

甑

附

抽
地
饗
本

災
品
臨
時
間
防

火
布
制
例
制
問

に
つ
い
て

O
漁
算
年
金
拘
禁
制
比
手
続
き

に
つ
い
て

O
抽
世
間
明
録
燃
の
務
求
手
続
き

に
つ
い
て

O
U
M戚
縫
寂
然
激
的
統
求
手

的
制
き
に
つ
い
て

O

関
岡
高
年
金
来
約
係
淡
創
刊
の

徴
収
い
つ
い
て

関

枠

橋

架

替

問W
淡
町
道
発
作
務
総
抽
腕
に
加
市
議
の
氷
掛
問
問
閥
抗
野

雌
閣
は
、
品
品
近
場
絡
が
は
げ
し
く
な
っ
て
ま
い
哲

ま
し
た
の
で
、
総
省
す
る
と
k
に
な
号
ま
し

た。
ザ
ム
壌
中
は
地
後
仲
間
終
的
方
に
な
い
い
か
と
交
線

な
脅
た
し
、
ど
滋
惑
か
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
ど
協
力
く
だ
さ
い
。

曹
ヱ
古
購
鍛
剛
同
総
務
間
十
七
年
}
月
十
混
院
か

ら
m
m利
回
十
七
年
吋
一
一
月
三
十
一
M

踏
ま
で

ハ
ヌ
銭
等
の
紺
併
合
で
十
羽
附
例
制
制
緩
夜
】
担
記
さ
れ

る
と
主
が
為
ワ
ま
す
。
〉

軍
次
官
僻
・
中
の
隔
地
帯
邑
託
附
閥
的
聞
が
あ
一
行
d

ま
佼
ん
の

勺
問
問
誇
悼
問
主
滋
ハ
約
二
十
蹄
)
い
い
制
耕
泌
拙
棋
遜

行
可
抽
出
稼
般
の
M

眠
時
情
念
設
縁
。

も
制
相
当
数
の
揃
明
'
初
日
炉
開
刈
込
ま
れ

て
い
ま
」
す
。

と
れ
ら
の
総
氷
袋
震
ヱ
宮
市
安

門
滑
か
つ
滋
蕊
に
一
行
な
ヮ
ザ
し
い

く
た
め
に
後
家
の
綴
鐙
ヱ
事
蕊

十
寝
に
て
丹
十
U
H
か
ら
中
柏
町
の

渡
辺
耕
民
主
務
総
を
匁
え
十
…
腐

と
し
て
今
後
の
業
務
に
尚
一
一
っ
て

い
き
ま
す
。

帯
営
水
道
給
水
拡
張
工
事

範
隈
は
湖
北
新
木
地
ほ

狭
孫
子
議
蛍
水
滋
務
幾
は
第

次
鉱
張
事
情
滑
に
入
台
、
中
申
告
山

崎
楠
に
給
か
で
曽
る
よ
う
に
鯵
カ

し
て
お
号
ま
す
が
、
湖
北
、
新

水
仙
崎
町
臨
時
措
道
へ
の
閥
均
水
持
続
数
設

ア
ム
事
は
、
爆
の
捌
刑
制
附
許
可
を
ま

っ
て
日
月
下
ね
叫
に
若
工
ず
る
予

定
い
い
れ
弘
り
ま
し
た
。

これ
W

工
事
会
ム
ず
る
付
近
の
方

で
、
水
滋
的
知
樹
入
を
希
認
さ
れ

る
方
は
ま
え
も
っ
て
お
山
申
し
込

み
の
手
持
統
き
を
し
て
く
だ
さ

、。
‘
し
守

的
開
一
閥
復
的
問
持
慨
に
申
し
込
ま
れ

た
場
合
は
、
む
こ
う
一
一
一
年
間
柄
柄
欄

泌
が
で
き
な
く
な
れ
ツ
主
す
し
、

路
掻
後
山
間
殺
が
上
務
み
き
れ
ま

す。

ζ

ぬ
主
導
に
関
係
す
る
中
市

長
め
ガ
に
は
、
後
日
バ

Y
フ
レ

ッ
ト
で
諒
抑
制
に
ゆ
い
て
理
結
い

た
し
ま
す
む

な
お
、
水
道
加
入
品
鳴
も
相
?
と

と
に
機
知
仰
の
}
途
な
た
ど
ヮ
て

絞
り
ま
す
が
、
今
後
に
お
い
て

点
畑
抗
議
役
員
の
祭
成

燃
で
は
視
覚
蜘
再
審
殺
の
惜
間
後

に
鎖
的
貯
と
熱
怒
の
あ
る
方
に
点

釈
の
援
穏
を
行
な
い
点
統
制
期
比
い

員
を
然
災
い
た
し
ま
す
。
点
字

掛
闘
世
織
の
増
附
附
お
よ
び
後
及
に
あ

た
ち
後
覚
隊
緩
め
綴
訟
の
増
畿

を
師
向
る
泰
山
悠
倒
的
と
し
て
行
な

わ
れ
ま
す
。

糊
則
自
に
つ
き
ま
し
て
は
未
定

で
す
が
、
党
総
方
法
に
つ
い
て

は
首
相
滅
的
引
に
は
面
接
縫
糊
闘
で

す
。
が
盟
瑚
借
出
品
講
習
に
な
る
場
合

も
あ
9
ま
す
。

ス
ケ
ー
ト
教
家

次
の
主
お
ワ
ス
ケ

i
F教
援

を
行
な
い
ま
す
の
で
、
品
部
内
説
品
鳴

坤u
h抽出
T
L込
み
く
だ
さ
い
。

V
糊
端
詩
二
月
岡
出
泊
料
夜
発
一
一
月

茶
話
ま
で

守
会
場
脚
執
念
品
品
ハ
イ
ヲ
V
ド

V
対
談
中
申
由
同
に
殺
鋭
、
夜
勤

和
紙
学
の
者

V
会
費
千
時
一
一
政
府
(
品
師
走
約

合
む
〉

wv
人
縄
問
間
十
五
翁
〈
先
着

槻
桝
)

V
申
し
込
み
教
育
委
員
品
窓

会
教
努
係
へ

奴
還
ま
ん
じ
ゅ
う
の
底
頭
販
売
は

食
品
滋
議
時
許
可
申
笈

最
近
あ
ん
ま
ん
じ
ゅ
う
。
出
向

ま
ん
じ
苧
う
等
の
挙
後
識
も
し

く
は
掛
結
成
品
ハ
冷
泌
総
存
等
の

名
の
を
含
む
〉
を
蒸
し
擦
な
ど

で
知
制
慾
し
て
議
一
頭
一
一
滋
究
す
る
祭

殿
が
発
う
け
ら
れ
ま
す
が
、
こ

ロ
i
F
レ
l
ス
大
会

交
官
輪
組
問
都
市
申

P
Iド
ν
i
ス

中
入
品
開
を
次
の
と
お
号
行
な
い
ま

す
の
で
、
品
制
緩
殺
は
奮
っ
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
網
目
一
月
二
十
…
一
一
日
午
晴
樹

九
符
三
十
分

甲
場
一
隣
組
胤
ヶ
谷
中
間
交
北
線
小

学
校
門
会
場
集
会
叫

軍
資
祐
市
出
"
に
設
住
、
十
官
制
抑

伝
学
す
る
野
手

V
措
煙
筒
国
中
学
生
は
一
一
一
知
商

枚
、
大
学
、
一
師
慨
は
ム
ハ
」
珊

wv
助
申
し
込
み
一
月
二
十
五
日
野

ま
で
に
品
脱
税
桑
田
同
会
役
会
激

安
時
開
へ
償
却
時
期
資
綾
の
阜
告
は

一
月
求
自
ま
で
に

狭
孫
子
市
に
お
い
て
、
事
業

者
営
ん
で
い
る
法
人
、
ゐ
る
い

は
濁
人
の
ガ
で
事
業
用
の
跡
取
締

資
串
臓
を
有
し
て
い
る
ガ
は
、
緩

和
制
約
十
七
年
皮
の
磁
波
資
産
相
棋

の
算
出
に
N
W
硝
慨
が
あ
ち
ま
す
の

で
、
地
方
税
法
の
規
定
に
よ
9

米
ろ
一
月
一
二
十
一
院
ま
で
に
努

税
縄
開
ま
で
申
杭
関
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

期
間
判
ま
で
に
申
告
さ
れ
ま
せ

ん
と
税
務
事
務
に
を
隊
を
き
た

し
ま
す
の
で
、
申
告
に
ど
協
カ

く
だ
さ
い
。

タバコi草市内で

の
回
川
に
品
開
ず
る
住
宅
に
あ
っ
て

は
、
人
の
窓
伎
の
開
仰
に
供
す
る

た
礼
的
独
立
抽
出
に
絞
糾
問
さ
れ
た
}

の
怒
分
の
派
閥
殺
が
い
ず
れ
も

百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下

品w
総
分
一
般
お
い
い
か
か
る
住
宅

ハマ

y
v
a
a
y
怒
V

に
つ
い
て

は
、
協
側
内
品
約
に
町
民
同
幽
さ
れ
た
一

の
線
分
刊
か
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以

年
余
相
談
所
を
開
設

一
十
五
時
中
央
公
民
館
で

の
行
為
は
、
食
品
衛
生
法
輪
路
行

ム
ー
に
楠
澗
申
比
さ
れ
て
お
り
ま
す
欽

食
期
間
蛍
業
に
絞
滋
い
た
し
ま
す

の
で
、
す
み
や
か
に
会
給
対
幾

許
可
取
殺
惑
を
結
保
総
郁
朗
に
提

出
闘
し
、
所
定
の
手
緩
き
を
す
る

よ
う
お
知
ら
喰
い
た
し
ま
す
。

時
評
綴
に
つ
い
て
は
約
後
臨
時
時
間

荷
役
務
に
お
向
問
い
ん
ね
あ
せ
く
だ

さ
い
Q

電
川
鋭
敏
六
七
局
一
ニ
笈

七
番
臨
機
療
・
ジ
フ
テ
リ
ア

の
予
妨
接
種

入
学
お
よ
び
本
業
問
仙
波
抑
制
鶴

間
概
お
よ
び
ジ
フ
テ
5
ア
の
予
防
制

抑
制
緩
を
次
小
即
日
制
械
で
安
穏
い
た

し
ま
す
の
で
、
体
鼠
を
滅
的
法
し

開
例
診
削
摘
に
記
入
し
て
品
取
明
暗
号
の

ふ
前
線
で
お
受
け
く
れ
ん
さ
い
。

時
間
関
坤
弘
、
い
ず
誌
の
会
場
も

午
後
一
一
体
吋
か
ら
三
時
ま
で
で

す。

i本f乙付的ぷ車奪取に入ります

747 

行

時

棋

相

融

制

人
権
擁
護
繍
談

ゴ
対
的
行
政
籾
談
お
よ
び
人

様
綴
幾
相
相
談
は
次
の
と
お
れ
ツ
行

な
い
ま
す
。

v
g碑
町
二
月
二
十
五
日
午
総

十
時
か
ら
午
後
一
一
一
時
吋
ま
で

V
柑
暗
記
間
期
間
北
内
羽
交
政




